
民
や
観
光
客
等
に
も
開
か
れ
た
、
人
々
が
集
え
る
石

垣
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
す
。
旧
空
港
跡
地
へ
の
移

転
に
向
け
、
現
在
基
本
設
計
を
ほ
ぼ
終
え
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
平
成
29
年
内
の
実
施
設
計
の
完
了
、
平
成

30
年
か
ら
の
工
事
着
手
、
平
成
31
年
度
に
お
け
る
完

成
及
び
供
用
開
始
を
目
指
し
て
着
実
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

島
の
自
然
環
境
を
守
り
活
か
す

「
い
し
が
き
」

１
．
環
境
と
風
景

　

本
市
は
、
国
内
最
大
規
模
の
サ
ン
ゴ
群
落
で
あ
る

石
西
礁
湖
や
、
県
内
最
高
峰
の
於
茂
登
岳
な
ど
を
中

心
と
し
て
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
自
然
環
境
が
形
成

さ
れ
て
お
り
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
カ
ン

ム
リ
ワ
シ
や
サ
キ
シ
マ
ス
オ
ウ
ノ
キ
と
い
っ
た
希
少

な
動
植
物
の
宝
庫
で
、
世
界
で
も
有
数
の
豊
か
な
自

然
が
存
在
し
ま
す
。
私
た
ち
の
子
、
孫
の
世
代
へ
と

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
を
末
永
く
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
は
、
弛

(

た
ゆ

)

ま
ぬ
努
力
が
必

要
で
す
。

　

平
成
28
年
度
に
関
係
行
政
機
関
や
民
間
団
体
等
で

設
立
し
た
「
自
然
環
境
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
更

な
る
充
実
・
強
化
を
図
り
、
不
法
投
棄
や
違
法
採
取

の
防
止
な
ど
、
市
を
挙
げ
て
自
然
環
境
の
保
全
や
利

活
用
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

石
垣
ら
し
い
景
観
の
形
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観

光
振
興
や
津
波
対
策
な
ど
、
こ
れ
ま
で
集
約
し
て
き

た
市
民
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
平
成
29
年
度
は
、
自

然
と
調
和
に
配
慮
し
つ
つ
、
景
観
形
成
基
準
の
見
直

し
な
ど
風
景
計
画
等
の
改
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
新

栄
公
園
に
桜
の
植
樹
を
行
い
、
市
民
や
観
光
客
等
の

憩
い
の
場
と
な
る
石
垣
を
代
表
す
る
新
た
な
風
景
の

創
出
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
全
88
の
星
座
の
う
ち
84
の
星
座
と
、
全

て
の
１
等
星
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
貴
重
で

豊
か
な
星
空
資
源
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

過
剰
な
照
明
に
よ
る
天
体
観
測
へ
の
障
害
や
生
態
系

へ
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
「
光
害

(

ひ
か
り
が
い

)

」

へ
の
調
査
を
終
え
、
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、

平
成
29
年
度
は
、
国
内
初
の
「
星
空
保
護
区
」
の
認

定
に
向
け
た
申
請
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
美
し
い
星

空
と
市
民
生
活
に
必
要
な
光
環
境
の
両
立
を
目
指
す

「
星
空
保
全
条
例
」
の
制
定
を
行
い
、
本
市
の
観
光

資
源
の
一
つ
で
あ
る
星
空
の
魅
力
と
そ
の
価
値
の
更

な
る
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
１
月
、
本
市
は
、
市
の
蝶
で
あ
る
「
オ
オ
ゴ

マ
ダ
ラ
」
を
通
じ
た
交
流
が
縁
で
、
奈
良
県
橿
原
市

と
生
物
多
様
性
保
全
活
動
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
今
後
、
保
全
活
動
に
お
け
る
人
的
・

知
的
交
流
を
始
め
、
国
立
自
然
史
博
物
館
の
本
市
へ

の
誘
致
に
向
け
た
取
組
に
お
い
て
も
、
様
々
な
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

絶
海
の
孤
島
で
あ
る
が
故
に
、
世
界
的
に
も
貴
重

な
固
有
種
が
生
息
し
て
い
る
尖
閣
諸
島
は
、
我
が
国

固
有
の
領
土
で
あ
り
、
本
市
の
行
政
区
域
で
す
。
昨

年
、
中
国
に
よ
る
領
海
侵
入
は
延
べ
１
３
４
隻
を
数

え
、
昨
年
６
月
に
は
中
国
軍
艦
１
隻
と
ロ
シ
ア
軍
艦

３
隻
が
尖
閣
諸
島
海
域
の
接
続
水
域
に
入
域
す
る
事

態
も
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
本
市
と
し
て

は
、
改
め
て
国
及
び
県
に
対
し
、
監
視
・
警
備
体
制

の
更
な
る
充
実
、
我
が
国
の
領
土
、
領
海
を
守
る
取

組
の
強
化
を
要
請
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
国
や
県
と

緊
密
な
連
携
を
確
保
し
つ
つ
、
尖
閣
諸
島
に
関
す
る

広
報
・
発
信
の
取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

快
適
で
生
活
し
や
す
い
ま
ち

「
い
し
が
き
」

２
．
快
適
・
安
心

　

新
た
な
市
役
所
庁
舎
や
八
重
山
病
院
の
移
転
が
予

定
さ
れ
る
旧
空
港
跡
地
と
そ
の
南
側
に
広
が
る
南
大

浜

(

は
い
ほ
ー
ま

)

地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

新
た
に
ま
ち
づ
く
り
の
発
展
が
見
込
ま
れ
る
地
域
で

す
。

　

旧
空
港
跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
土
地

区
画
整
理
の
導
入
に
必
要
な
環
境
影
響
評
価
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
29
年
度
も
引
き
続
き

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
南
大
浜

(

は
い
ほ
ー
ま

)

地

域
に
つ
き
ま
し
て
は
、
秩
序
あ
る
都
市
的
土
地
利
用

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
中
の

用
途
地
域
指
定
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

旧
空
港
跡
地
を
横
断
す
る
市
道
旧
空
港
跡
地
線
の
新

設
整
備
に
向
け
、
平
成
29
年
度
は
、
実
施
設
計
を
完

了
し
、
用
地
買
収
及
び
工
事
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
市
が
管
理
す
る
橋
梁
等
の
老
朽
化
へ
の
計
画
的

な
対
応
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
29
年
度
は
、

市
道
縦
７
号
線
の
西
真
地
橋
の
修
繕
実
施
設
計
を
行

い
、
平
成
30
年
度
の
修
繕
工
事
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

南

(

ぱ
い

)

ぬ
浜

(

は
ま

)

町
の
新
港
地
区
は
、

今
後
ク
ル
ー
ズ
船
に
よ
る
観
光
客
の
新
た
な
石
垣
の

玄
関
口
で
す
。
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
専
用
の
岸
壁
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
30
年
春
の
暫
定
供
用
に
向
け
、

引
き
続
き
国
と
連
携
し
な
が
ら
整
備
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
同
時
に
、
国
際
港
湾
施
設
と
し
て
必
要

は
じ
め
に

　

昨
年
は
、
６
月
か
ら
石
垣

－

香
港
の
直
行
便
が
新

た
に
就
航
す
る
と
と
も
に
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回

数
も
過
去
最
高
の
95
回
を
数
え
、
本
市
へ
の
観
光
入

域
客
数
は
過
去
最
高
の
約
１
２
４
万
人
に
達
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
本
市
に
お

い
て
は
、
観
光
関
連
産
業
を
中
心
に
新
規
の
開
業
や

宿
泊
施
設
の
増
設
等
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
と
相
ま
っ
て
、

地
元
の
雇
用
情
勢
は
、
２
０
１
４
年
12
月
以
降
、
25

か
月
連
続
で
有
効
求
人
倍
率
が
１
倍
以
上
の
高
水
準

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
決
算
に
お
い
て

も
市
税
収
入
は
、
51
億
３
千
万
円
を
超
え
過
去
最
高

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
の
調
査
に
よ
る
全
国

市
別
の
「
地
域
元
気
指
数
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て

は
、
一
昨
年
の
全
国
第
３
位
か
ら
昨
年
は
第
２
位
へ

と
昇
格
す
る
な
ど
、
本
市
の
経
済
は
成
長
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

　

他
方
、
有
効
求
人
倍
率
が
高
水
準
で
推
移
す
る
一

方
で
、
最
近
で
は
求
職
者
数
の
減
少
が
み
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
特
に
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
や
、
保
育
、

介
護
等
の
福
祉
分
野
な
ど
に
お
い
て
は
、
人
材
不
足

が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
総
人
口
は
、
２

０
１
７
年
１
月
末
時
点
で
４
万
９
千
２
５
２
人
と
な

り
、
こ
の
一
年
で
１
１
１
人
増
加
し
、
引
き
続
き
増

加
基
調
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
部
で
は
人
口

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
地
域
も
あ
る
な
ど
、

引
き
続
き
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
あ
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

将
来
的
に
懸
念
さ
れ
る
人
口
減
少
の
流
れ
を
食
い

止
め
、
本
市
の
特
性
を
活
か
し
た
経
済
の
活
性
化
を

目
的
に
策
定
し
た
「
地
域
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ

き
、
平
成
28
年
度
か
ら
地
域
創
生
に
関
す
る
諸
施
策

の
本
格
展
開
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
内
に
お
け
る
、
教
員
採
用
試
験
対
策
講
座
の

実
施
や
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
の
保
育
士
等
養
成
課

程
の
開
設
、
大
学
と
連
携
し
た
観
光
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
、
地
元
で
人
材
を
育
成
す
る
環
境
の
構

築
を
着
実
に
進
め
て
お
り
、
具
体
的
な
成
果
も
出
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら

新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
移
住
・
定
住
支
援
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
市
に
不
足
す
る
分
野
の
人
材
確
保
と
、

人
口
減
少
が
進
む
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
・
存
続
を
基
本
的
な
方
向
と
し
て
定
め
、
そ
の

展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
、
民
間
企
業
が
実
施

し
た
「
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
・
ラ
ン
キ
ン
グ‐

住
ん

で
み
た
い
自
治
体
編
」
に
お
い
て
は
、
本
市
が
全
市

町
村
の
中
で
第
８
位
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
移
住
候
補

先
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
高
さ
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
さ
ら
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
効

果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
、
地
域
の
受
入

れ
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
空
き
家
の
改
修
と

活
用
を
支
援
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
等
の
具
体

的
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
首
都
圏

等
の
都
市
部
か
ら
本
市
へ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の

移
住
・
定
住
の
受
け
皿
と
な
る
「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」

構
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
春
策
定
予
定
の
基
本
構

想
を
踏
ま
え
、
本
市
の
産
業
・
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
必
要
と
さ
れ
る
専
門
人
材
の
誘
致
や
、
地
元
の

観
光
や
健
康
、
食
等
に
お
け
る
新
た
な
産
業
の
創
出

と
併
せ
て
、
そ
の
創
設
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
活
用
し
た

屋
内
で
の
葉
物
野
菜
の
砂
栽
培
や
、
水
産
加
工
施
設

の
モ
ズ
ク
処
理
ラ
イ
ン
の
増
設
な
ど
、
産
業
・
雇
用

の
創
出
に
関
す
る
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
28

年
度
中
に
整
備
工
事
等
を
終
え
、
今
後
、
目
標
に
沿
っ

て
事
業
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
引

き
続
き
地
域
創
生
の
取
組
を
力
強
く
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
石
垣
市
の
市
制
施
行
70
周
年
の
大

き
な
節
目
の
年
で
す
。
こ
の
節
目
の
年
を
市
民
皆
で

慶
び
、
心
を
一
つ
に
し
て
、
次
の
10
年
に
向
け
て
更

に
羽
ば
た
け
る
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、
市
制
施
行

70
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
全
29
の
事
業
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
自
然
、
伝
統
文
化
、
食
、
風
景
な
ど

石
垣
の
魅
力
・
強
み
の
再
発
見
・
磨
き
上
げ
や
、
こ

れ
ら
の
内
外
へ
の
積
極
的
な
発
信
、
ま
た
市
民
活
動

の
充
実
・
協
働
意
識
の
向
上
な
ど
、
今
後
の
更
な
る

ま
ち
づ
く
り
の
発
展
に
向
け
、
新
た
な
価
値
の
創
造

に
つ
な
が
る
各
種
事
業
を
市
民
各
位
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
市
役
所
庁
舎
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
、
市

石
垣
市
長　

中
山　

義
隆

平
成
二
十
九
年
度　

施
政
方
針

平成 29年度施政方針平成 29年度施政方針


